
☆
夏
休
み
こ
ど
も
劇
場

「
に
ん
ぎ
ょ
姫
・
ピ
ノ
キ
オ
」

７
月
別
日
（
日
）
神
戸
国
際
会
館
ホ
ー

ル
氾
峠
郡
干
３
時
半
当
日
￥
２
２
０

０
前
売
￥
２
０
０
０

こ
の
舞
台
は
「
ま
ん
が
世
界

昔
ぱ
な
し
」
を
も
と
に
し
て
、

演
劇
集
団
月
覚
時
計
が
、
家
族

そ
ろ
っ
て
楽
し
め
る
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
に
仕
立
て
た
も
の
で
、
同

シ
リ
ー
ズ
も
４
回
目
に
な
る
。

今
回
は
、
イ
タ
リ
ア
の
コ
ロ

デ
ィ
原
作
の
「
ピ
ノ
キ
オ
」
と

デ
ン
マ
ー
ク
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン

原
作
の
「
に
ん
ぎ
よ
姫
」

☆
第
４
回
特
別
展

「
び
い
ど
ろ
・
ぎ
や
ま
ん

ｌ
清
涼
な
異
国
趣
味
ｌ
」

８
月
２
日
（
火
）
’
９
月
４
日
（
、
）

神
戸
市
立
博
物
館
６
０
０
円

江
戸
時
代
、
ガ
ラ
ス
の
器
は

「
び
い
ど
ろ
」
「
ぎ
や
ま
ん
」

と
呼
ば
れ
珍
重
さ
れ
た
。
浮
世

絵
な
ど
の
関
連
資
料
か
ら
も
、

当
時
の
人
々
が
ガ
ラ
ス
器
を
異

国
趣
味
の
対
象
と
し
て
い
た
点

も
う
か
が
わ
れ
る
。

ご
鳶

…
，

Ｖ

本
展
で
は
ガ
ラ
ス
器
と
関
連

資
料
を
展
観
し
、
江
戸
時
代
の

異
国
趣
味
の
広
が
り
を
探
る
。

☆
本
展
に
愛
読
者
ｍ
名
様
を
ご
招
待
し
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
を
明
記
し
て
神
戸
っ
子
細
堂

「
び
い
ど
ろ
・
ぎ
や
ま
ん
展
」
係
ま
で
、

締
切
り
は
７
月
鱈
鳳
（
金
）
消
印
為

☆
「
版
画
と
現
代
の
洋
画
」

７
月
３
日
（
日
）
ｉ
誕
日
（
日
）

西
宮
市
大
谷
記
念
美
術
館
午
前
、
時
Ｉ

午
後
５
時
（
入
館
は
４
時
半
ま
で
）
水
陥

休
入
館
料
／
一
般
・
￥
４
０
０
両
大
生

四
人
そ
れ
ぞ
れ
の
違
っ
た
テ
ー

マ
の
個
性
的
な
表
現
に
注
目
。

Ｖ．Ｏ．Ｃマーク入り吊り灯燈

i'1塁
劇

演

￥
３
０
０
小
山
生
・
￥
２
０
０

オ
デ
イ
ロ
ン
・
ル
ド
ン
、
ジ

ョ
ル
ジ
ュ
・
ル
オ
ー
、
サ
ル
ヴ

ァ
ド
ル
・
ダ
リ
ら
の
版
画
と
現

在
活
躍
中
の
日
本
の
洋
画
家
版

画
作
家
の
作
品
も
多
数
展
示
す

る
。
洋
画
で
は
、
須
田
弧
太
、

菅
井
汲
、
元
永
定
正
、
白
髪

一
雄
等
の
大
作
抽
象
絵
画
が
見

ど
こ
ろ
。
ま
た
、
特
別
展
示
と

し
て
昨
年
秋
に
相
次
い
で
他
界

さ
れ
た
武
藤
完
一
、
高
羽
敏

両
作
家
の
銅
版
画
も
展
示
。

主
な
版
画
「
陪
審
員
」
〈
７
点
セ
ッ
ト
〉

「
ユ
ビ
ュ
親
父
の
復
活
」
〈
狸
点
セ
ッ
ト
〉

「
マ
ル
ド
ロ
ー
ル
の
歌
』
〈
釦
点
セ
ッ
ト
〉

☆
こ
の
「
版
画
と
現
代
の
洋
画
」
に
愛
読

者
加
名
棟
を
ご
招
待
し
ま
す
。
ご
希
望
の

方
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
娠
齢
、
耽

業
を
明
記
の
う
え
、
神
戸
っ
子
編
集
室

「
版
画
と
現
代
の
洋
画
」
係
ま
で
。

☆
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
（
鉄
）

北
辻
良
央
・
松
井
憲
作

宮
崎
豊
治
・
松
岡
三
郎

７
月
”
日
（
金
）
’
８
月
、
日
（
水
）

４
日
休
館
サ
ン
パ
ル
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

燃
料４

人
の
彫
刻
家
に
よ
る
鉄
を
用

い
た
作
品
展
が
開
か
れ
る
。
内

的
な
イ
メ
ー
ジ
の
世
界
を
表
現

す
る
北
辻
良
央
、
〃
気
″
と
い

鍵 !＝針

ルオーの版画

望
松井憲作｢ 挽歌ｌ

う
感
覚
を
作
品
を
通
じ
て
明
確

な
形
に
し
て
い
く
松
井
憲
作
、

鉄
の
棒
を
と
お
し
て
〃
生
″
を

問
い
か
け
る
宮
崎
豊
治
、
酸
素
、

直
線
な
ど
そ
れ
だ
け
で
は
形
を

示
さ
な
い
も
の
、
見
え
な
い
も

の
を
選
び
、
中
身
と
外
面
（
そ

と
づ
ら
）
を
主
題
と
し
て
い
る

松
岡
三
郎
。
同
じ
〃
鉄
″
と
い

う
も
の
を
素
材
に
し
な
が
ら
、

稲垣美穂子堀郁子

に
生
き
る
姿
を
現
代
的
な
ユ
ー

モ
ア
と
楽
し
い
音
楽
に
ア
レ
ン

ジ
し
て
描
い
た
も
の
。

☆
演
出
／
賀
原
夏
子
脚
本
・
作
詞
／
首

藤
剛
志
出
淡
／
稲
垣
美
秘
子
他

★
こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
愛
読
者
ペ
ア
５

組
棟
を
ご
招
待
。
ご
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
明
記
し
て
神
戸

っ
子
綱
集
室
「
に
ん
ぎ
ょ
姫
・
ピ
ノ
キ
オ

」
係
ま
で
。
７
月
晦
日
（
金
）
消
印
有
効

こ
の
ふ
た
つ
の
物
語
は
、
主

人
公
が
共
に
〃
人
間
に
な
り
た

い
〃
と
願
い
、
一
生
け
ん
め
い

；
…
詳
町
，
鮮
驚
闇

一一 Y ＝

紅
茶
や
ワ
イ
ン
な
ど
を
片
手

に
く
つ
ろ
い
だ
気
分
で
音
楽
を

楽
し
む
神
戸
音
楽
サ
ロ
ン
も
今

回
で
第
３
回
を
迎
え
る
。
７
月

１
３６
１
１

．
．
＊

☆
堀
郁
子

〃
愛
と
人
生
を
唄
う
″

７
月
８
日
（
金
）
７
時
神
戸
風
月
堂
ホ
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大
ホ
ー
ル
３
０
０
０
円
☆
木
馬
フ
ァ
ミ
リ
ー
劇
場

☆
甲
斐
バ
ン
ド
・
ピ
ー
ト
ニ
ッ
ク
ツ
ア
配
日
（
土
）
ｎ
時
、
２
時
神
戸
国
際

会
館
Ｓ
Ｓ
、
１
９
０
０
円
Ｓ
、
１

鵡
日
（
月
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館
６
０
０
円
Ａ
、
１
４
０
０
円

Ｓ
、
３
０
０
０
円
☆
人
間
万
事
塞
翁
が
丙
午

★
柏
原
芳
恵
夏
・
セ
プ
ン
テ
ィ
ー
ン
朝
丘
雪
路
長
門
裕
之
長
谷
川
哲
夫

加
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ
配
日
（
木
）
”
円
（
金
）
ｎ
時
、
４
時

－
ル
３
０
０
０
円
神
戸
国
際
会
館
Ｓ
・
４
０
０
０
円

☆
属
。
冒
跨
向
戴
急
ご
ｏ
ｃ
胃
胃
一
Ａ
・
３
０
０
０
円
Ｂ
・
２
０
０
０
円

い
の
風
め
い

瀧
毅
織
鵬
鰭
一
》
閥
〈
峡
画

歌
④
オ
ペ
ラ
⑤
イ
タ
リ
ア
民
諦

ピ
ア
ノ
・
伊
藤
ル
ミ
、
武
岡
登
士
子
、
☆
市
民
映
画
劇
場
「
東
京
物
震
」

中
山
真
美
、
武
谷
安
子
、
田
淵
幸
三
鯉
日
（
木
）
晦
日
（
金
）
６
時
半

☆
神
戸
フ
ロ
イ
デ
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
応
臼
（
土
）
２
時
神
戸
文
化
小
ホ
ー

配
日
（
木
）
７
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル
５
０
０
円

ル
２
０
０
０
円

”
壁
仏
》
：
忽
。
”

★
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館

☆
す
わ
ら
じ
劇
団
神
戸
公
演
髄
県
展
７
／
９
１
８
／
７

９
日
（
土
）
１
時
、
５
時
半
神
戸
文
★
三
越
ギ
ャ
ラ
リ
ー

化
中
ホ
ー
ル
８
０
０
円
上
尚
司
油
絵
展
７
／
５
１
超

★
民
芸
公
演
「
こ
わ
れ
が
め
」
西
村
魂
介
門
下
生
グ
ル
ー
プ
展

昭
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ
７
／
四
１
８
／
１

１
ル
一
般
２
６
０
０
円
会
員
２
☆
エ
ン
パ
中
国
近
代
美
術
館

一
一
ニ
ー
ギ
ー
ー
ア
エ
器
展
７
、
８
月
中

☆
映
画
セ
ン
タ
ー
加
周
年
記
念

映
画

１
１３７
１

監
督
は
「
こ
む
ぎ
い
ろ
の
天

使
」
「
マ
タ
ギ
」
の
後
藤
俊
夫
。

出
減
は
中
村
明
美
ほ
か
。

★
こ
の
「
こ
ん
に
ち
は
ハ
Ｉ
ネ
ス
」
の
映

画
会
が
、
８
月
４
日
５
日
６
日
に
行
な
わ

れ
ま
す
。
親
子
で
”
組
様
を
ご
招
待
い
た

し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
に
住
所

氏
名
、
年
齢
、
職
業
を
明
記
し
て
神
戸
っ

子
編
集
宗
ま
で
。
即
日
消
印
有
効
。

ア
ニ
ス
ト
志
望
の
女
子
大
生
、

砂
絵
子
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

あ
る
日
突
然
、
砂
絵
子
は
交
通

事
故
で
失
明
し
て
し
ま
う
。

ハ
ス
テ
ィ
は
本
格
的
な
盲
導

犬
と
し
て
育
っ
て
い
く
・
・
・
。

曲
目
／
イ
レ
ー
ヌ
の
店
／
サ
ン
ジ
ャ
ン
の

私
の
恋
人
運
／
枯
木
の
上
で
／
ラ
・
ポ
ェ

ー
ム
／
行
か
な
い
で
／
私
は
一
人
片
隅
で

他
。
獅
名
限
定
。
問
い
合
せ
先
神
戸
市

民
文
化
振
興
財
団
衝
２
５
１
１
１
９
１
９

と
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
愛
読
者
２
名
様
を
ご

招
待
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
を
明
記
の
う

え
、
神
戸
っ
子
細
築
室
「
堀
郁
子
」
係

ま
で
。
５
日
必
着
。

は
神
戸
で
活
躍
中
の
シ
ャ
ン
ソ

ン
歌
手
堀
郁
子
が
「
愛
と
人
生
」

を
テ
ー
マ
に
ハ
ー
ト
で
歌
う
。

夏
の
ひ
と
と
き
、
ワ
イ
ン
を
飲

み
な
が
ら
フ
ラ
ン
ス
気
分
を
味

わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

☆
ラ
ウ
ド
ネ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

ー
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
、
２
８
０
０
円
Ａ
、
２
５
０
０
円

★
森
哲
也
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ソ
サ
エ
テ
ィ

サ
マ
ー
プ
ラ
ザ
イ
ン
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ

２
円
（
土
）
３
時
サ
ン
ト
ノ
ー
レ
北
野

店
１
０
０
０
０
円
（
料
理
と
音
楽
）

出
旗
安
藤
義
則
ト
リ
オ
＋
中
谷
衣
里

★
第
泌
回
神
戸
中
央
合
唱
団
音
楽
会

（
客
演
指
抑
小
林
研
一
郎
）

３
日
（
日
）
２
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
－
５
０
０
円

☆
ハ
ウ
ン
ド
・
ド
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

８
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
鮪

Ｓ
、
２
８
０
０
円
Ａ
、
２
５
０
０
円

☆
神
戸
学
生
邦
楽
サ
ー
ク
ル
第
６
回
定

期
演
奏
会

８
日
（
金
）
６
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
３
０
０
円

★
田
代
ユ
リ
ハ
モ
ン
ド
コ
ン
サ
ー
ト

９
日
（
土
）
６
時
神
戸
文
化
小
ホ
ー

ル
２
５
０
０
円

☆
第
蛇
回
ひ
つ
じ
の
館
音
楽
会

国
塚
貴
美
と
マ
リ
ン
バ
の
時

誼
日
（
土
）
３
時
神
戸
市
教
育
会
館

★
橋
幸
夫
ロ
ン
グ
リ
サ
イ
タ
ル

晦
日
（
日
）
２
時
、
６
時
神
戸
文
化

園
音

楽

「
こ
ん
に
ち
は
ハ
ー
ネ
ス
」

８
月
４
日
（
木
）
５
日
（
金
）
６
日
（
土
）

神
戸
文
化
小
ホ
ー
ル
大
人
１
０
０
０
円

学
生
６
０
０
円
併
映
「
お
こ
り
地
蔵
」

ハ
ー
ネ
ス
と
は
盲
導
犬
に
つ

け
る
胴
輪
の
こ
と
。

こ
の
映
画
は
、
不
幸
に
し
て

失
明
の
運
命
に
見
舞
わ
れ
た
若

い
女
性
が
、
盲
導
犬
を
友
に
得

満大今了☆書モボ☆ ' ８３ ' 騨第有☆展ジ★河フ清中☆第古第小黒☆
搬鋤昇展矛飛瀦Ｅｌｉｌ噛ラ輪蕊識，; , 粥燦言
謝謝鮭会言彫＃：荊’１７鮭展綿潔泉窯潅
作画花グンア廊ク像Ｋ里市ウＩ展匠作画人刃刃江彩術
展展展ルドリ展展焼民イド絵展廊気ま剣ロ展画
ｌギ作ギツ ｡ 画作で腰勝廊
プヤ６ン家ヤカラ７腰家美
展ラ／展名ラム・／版陶

””Ｙ” ¥ ””計蝋ぺＷ , ”》彫瑞 '
2 ６１９１２５２１７７２２１５８１１０画８２０１３７２１１４９１
１１１１１１／ＩＩＩＩＩ素／ｌｌｌＩｉＩｌ
３１２４１７１０２６１２５２７２０１３６１７描２２６１９１２２６２０１３６

映
画

い
く
姿
を
、
彼
女
を
励
ま
す
少

年
と
の
愛
情
を
軸
に
描
こ
う
と

す
る
も
の
。

海
辺
で
育
つ
小
学
５
年
の
ジ

ロ
吉
は
、
将
来
盲
導
犬
と
な
る

ハ
ス
テ
ィ
を
相
手
に
ワ
ン
パ
ク

な
毎
日
を
悪
ら
し
て
い
た
。
そ

ん
な
ジ
ロ
吉
が
憧
れ
る
人
は
ピ

て
新
た
な
る
希
望
を
獲
得
し
て 後藤俊夫監掻
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独自のファッション感覚を語る前川社長

ハ
ン
ド
ニ
ッ
ト
を
手
が
け
始
め
て
加
年
、
今
、
「
ぎ
や
る
そ
ん

ぬ
」
は
本
物
志
向
の
神
戸
女
性
に
静
か
な
支
持
を
受
け
て
い
る
。

花
隈
に
本
社
を
持
ち
、
ニ
ッ
ト
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
、
北
野
町
の
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
を
皮
切
り
に
直
営

店
を
全
国
に
５
店
舗
設
け
、
ユ
ニ
ー
ク
な
成
長
を
続
け
る
「
ぎ
や

る
そ
ん
ぬ
」
の
前
川
清
明
社
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
清
美
夫
人
の

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
の
感
覚
が
そ
の
人
気
を
支
え
て
い
る
。

ｌ
ぎ
ゃ
る
そ
ん
ぬ
に
は
二
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
が
あ
り
ま
す
ね
．

前
川
「
は
い
。
〃
ｔ
ｒ
Ｏ
ｉ
Ｓ
ｌ
ｇ
″
と
〃
釦
説
″
で
す
。
ｔ
ｒ
Ｏ

ｉ
Ｓ
ｌ
ｇ
と
は
〃
ト
ワ
ジ
ェ
イ
″
と
読
み
、
子
供
・
紳
士
・
婦
人

の
３
つ
の
ぎ
や
る
そ
ん
ぬ
と
い
う
意
味
で
、
最
初
は
こ
の
１
ブ
ラ

ン
ド
だ
け
だ
っ
た
ん
で
す
が
僕
が
如
才
を
こ
え
た
と
き
に
そ
の
年

代
に
合
っ
た
も
の
を
創
ろ
う
と
い
う
の
で
剖
雛
（
ト
ラ
ン
テ
ィ
ア

一
オ
リ
ジ
ナ
ル
一
一
ツ
ト
を

》

腿
（
株
）
ぎ
ゃ
る
そ
ん
ぬ
前
川
清
明
社
長
を
訪
ね
て

ン
）
を
考
え
ま
し
た
。
こ
れ
は
訓
才
か
ら
の
男
と
女
の
た
め
に
と

い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
ん
で
す
」

１
１
土
別
川
社
長
の
考
え
て
い
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
？

前
川
「
ハ
ン
ド
ニ
ッ
ト
を
手
が
け
始
め
た
と
き
か
ら
変
わ
っ
て
は

い
な
い
ん
で
す
が
、
僕
は
普
通
っ
ぽ
い
も
の
と
い
う
か
、
自
然
な

感
じ
で
素
材
を
十
分
に
生
か
し
た
も
の
を
常
に
考
え
て
い
ま
す
。

人
間
は
、
生
ま
れ
持
っ
た
部
分
を
う
ま
く
生
か
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
が
一
番
素
直
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
表
現
し
て
い
く
に
は
や

は
り
Ⅷ
％
純
な
素
材
を
用
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
。
消

費
者
自
体
も
内
容
が
高
く
な
り
、
目
を
ご
ま
か
せ
ま
せ
ん
し
、
本

物
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
や
は
り
素
材
選
び
に
重
点

を
お
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
ね
」

ｌ
東
京
原
宿
に
も
直
営
店
を
お
持
ち
と
聞
き
ま
し
た
が
。

前
川
「
は
い
。
神
戸
と
は
全
く
違
っ
た
雰
囲
気
の
土
地
な
ん
で
す

が
、
な
か
な
か
自
然
な
感
覚
で
受
け
て
ま
す
よ
。
東
京
は
、
い
ろ

ん
な
人
間
の
集
ま
る
所
で
す
か
ら
、
か
え
っ
て
個
性
の
よ
う
な
も

の
が
な
く
普
通
に
着
て
も
ら
え
る
ん
で
し
ょ
う
ね
」

ｌ
最
初
の
直
営
店
は
北
野
ロ
ー
ズ
ガ
‐
デ
ン
で
し
た
ね
．

前
川
「
は
い
。
僕
が
あ
そ
こ
に
店
を
持
っ
た
と
き
、
周
り
の
店
の

オ
ー
ナ
ー
は
ほ
と
ん
ど
訓
代
の
人
ば
か
り
で
、
熱
気
に
あ
ふ
れ
て

ま
し
た
。
み
ん
な
が
お
互
い
に
刺
激
し
合
い
、
そ
う
い
う
意
味
で

は
人
と
人
と
を
巡
り
合
わ
せ
て
く
れ
た
場
で
す
ね
。
お
か
げ
で
神

戸
・
大
阪
・
東
京
・
金
沢
な
ど
に
店
を
持
ち
、
全
国
で
妬
軒
の
シ

ョ
ッ
プ
に
商
品
を
卸
す
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
メ
Ｉ
カ
ー
に
成
長
し
ま
し

蟻
鱗
蟻
騒
騒
鱗
桐
‐
掌
鶏
…
蝿
驚
静
隠
驚
薫
許
…

》
擬
》
詞
へ
一
望
虐
○
富
●
罰
圃
、
○
両
目

走
川
％
素
材
を
雄

１
１３８
１

‐

か
し
た

霞‘
：富'品

驚；
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た
」１

ｍ
年
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
て
い
か
が
で
す
か
。

前
川
「
も
と
も
と
僕
た
ち
夫
婦
は
画
家
く
ず
れ
で
あ
り
、
表
現
法

の
一
手
段
と
し
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
選
び
、
そ
こ
か
ら
始
め
た
ん

で
す
が
、
も
ち
ろ
ん
最
初
か
ら
ニ
ッ
ト
に
入
っ
て
い
っ
た
わ
け
で

は
な
く
、
最
初
は
何
で
も
や
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
食
べ
て
い
く
こ

と
が
先
決
で
す
か
ら
ね
（
笑
）
。
食
う
た
め
に
は
何
で
も
す
る
、
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
た
ね
」

ｌ
こ
れ
か
ら
の
〃
ぎ
ゃ
る
そ
ん
ぬ
“
の
抱
負
に
つ
い
て
。

前
川
「
ま
ず
は
、
年
商
５
億
の
〃
ぎ
や
る
そ
ん
ぬ
″
の
直
営
店
を

ま
す
ま
す
ふ
や
し
て
い
き
た
い
で
す
。

んぬ

僕
は
〃
ぎ
や
る
そ
ん
ぬ
〃
を
ず
っ
と
自
分
の
や
り
方
で
、
飾
り

だ
て
も
せ
ず
に
続
け
て
き
ま
し
た
。
今
の
世
の
中
は
恐
ろ
し
い
ほ

ど
本
物
に
近
づ
い
て
き
て
い
ま
す
。
消
費
者
を
だ
ま
す
こ
と
は
も

う
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
商
品
を
た
だ

売
り
物
と
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
商
品
に
創
る
側
の
主
体
性

を
ど
れ
だ
け
盛
り
込
む
か
に
よ
っ
て
決
ま
る
時
代
に
、
ど
こ
ま
で

〃
ぎ
や
る
そ
ん
ぬ
″
の
服
の
真
随
が
消
費
者
に
伝
わ
る
か
と
い
う

こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
。
ま
だ
ま
だ
成
功
し
て

い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
今
の
〃
ぎ
や
る
そ
ん
ぬ
〃
を
あ
ら
ゆ

る
意
味
で
大
き
く
し
て
い
く
た
め
に
は
、
今
ま
で
の
自
分
の
や
り

方
を
さ
ら
に
加
年
、
加
年
と
続
け
、
落
ち
着
い
た
背
景
の
中
で
一

生
か
け
て
も
よ
い
ニ
ッ
ト
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
売
れ
筋
品
を
考
え
て
い
く
よ
う
な
ア
パ
レ
ル
産
業
と
い
う
よ

り
も
、
一
つ
一
つ
を
大
切
に
し
、
中
味
を
求
め
つ
づ
け
て
い
く
よ

う
な
工
場
製
作
を
中
心
に
長
い
目
で
見
て
い
く
つ
も
り
で
す
」

１
１
止
則
川
社
長
の
ご
趣
味
は
？

前
川
「
た
い
し
た
趣
味
は
な
い
ん
で
す
が
、
小
学
校
４
年
に
な
る

う
ち
の
子
供
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
し
て
い
た
の
が
き
っ
か
け
と
な

っ
て
で
き
た
〃
北
野
バ
バ
パ
ー
ク
ス
〃
と
い
う
チ
ー
ム
の
監
督
を

し
な
が
ら
野
球
を
す
る
の
が
好
き
で
す
ね
。
ス
ト
レ
ー
ト
な
子
供

た
ち
と
一
緒
に
い
る
時
間
を
持
ち
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
こ
と
が

僕
に
は
大
切
な
事
だ
と
思
い
ま
す
」

ｌ
お
好
き
な
女
性
像
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
ま
せ
ん
か
。

前
川
「
具
体
的
な
例
は
な
い
ん
で
す
が
、
〃
ぎ
や
る
そ
ん
ぬ
″
と
い

う
の
は
〃
男
っ
ぽ
い
女
の
子
″
と
い
う
意
味
が
あ
る
ん
で
す
よ
。

そ
う
い
っ
た
男
の
あ
る
部
分
を
持
っ
て
い
て
、
や
っ
ぱ
り
女
で
あ

る
と
い
う
の
は
、
た
と
え
女
で
あ
れ
、
一
人
の
人
間
と
し
て
の
主

体
性
を
持
ち
男
の
人
に
寄
り
か
か
る
だ
け
で
は
な
く
お
互
い
に
本

当
の
協
力
が
し
合
え
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
今
の
世
の
中
そ

ん
な
意
識
だ
け
な
ら
だ
れ
で
も
持
て
る
と
思
い
ま
す
。
弱
く
、
幼

い
男
っ
ぽ
さ
で
は
な
く
、
本
気
で
自
分
の
生
き
方
を
見
つ
め
る
こ

と
の
で
き
る
男
っ
ぽ
い
女
性
が
い
い
で
す
ね
。
女
性
だ
け
に
限
ら

ず
、
自
分
を
よ
く
知
っ
た
上
で
、
素
直
な
表
現
力
を
養
い
本
物
を

常
に
見
つ
め
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
人
は
幸
せ
で
し
ょ
う
ね
」

９
１
３
１
１
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淀
川
長
治
映
画
評
論
家
）

●
ふ
ら
っ
し
ゅ
●
ぱ
つ
く

実
は
こ
う
だ
っ
た
…
：
．
実
は
こ
う
だ
っ
た
…
…
と
見
る
者
を
驚

か
せ
な
が
ら
ひ
っ
ぱ
っ
て
ゆ
く
ス
リ
ル
と
サ
ス
ペ
ン
ス
を
は
ら
ん

だ
作
品
。
と
こ
ろ
で
こ
の
映
画
は
探
偵
劇
で
は
な
い
。
底
知
れ
ぬ

人
間
の
あ
が
き
を
と
ら
え
な
が
ら
ス
ト
ー
リ
ー
が
絶
叫
の
悲
し
み

を
う
っ
た
え
つ
つ
描
か
れ
た
愛
と
受
難
の
凄
い
映
画
で
あ
っ
た
。

小
説
家
志
望
の
二
十
二
歳
の
ス
テ
ィ
ン
ゴ
（
ピ
ー
タ
ー
・
マ
ク

ー
ヨ
ル
）
が
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
安
下
宿
を
見
つ
け
て
泊
っ
た
そ
の

日
、
二
階
か
ら
男
女
の
大
喧
嘩
の
声
が
聞
え
、
そ
の
部
屋
か
ら
飛
び

だ
し
た
男
を
ひ
き
と
め
る
そ
の
女
を
殴
り
の
の
し
り
男
は
出
て
行

っ
た
。
そ
の
と
き
の
そ
の
男
の
言
葉
の
汚
な
さ
、
泣
い
て
ひ
き
と

め
る
女
の
髪
の
乱
れ
。
い
ん
ば
い
と
客
の
争
い
に
も
見
え
た
が
階

段
の
途
中
に
倒
れ
顔
伏
せ
て
泣
く
女
に
は
女
の
な
に
か
悲
し
い
宿

命
の
影
の
よ
う
な
も
の
を
ス
テ
ィ
ン
ゴ
は
感
じ
と
っ
た
。

×

そ
の
女
の
名
は
ソ
フ
ィ
ー
（
メ
リ
ル
・
ス
ト
リ
ー
プ
）
男
は
ネ

イ
サ
ン
（
ケ
ピ
ン
・
ク
ラ
イ
ン
）
。
や
が
て
こ
の
ソ
フ
ィ
ー
の
身
の

上
が
次
第
に
わ
か
っ
て
く
る
の
だ
が
、
こ
の
映
画
の
こ
こ
で
そ
の

女
の
経
歴
を
読
者
の
み
な
さ
ん
に
あ
ば
い
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な

い
と
思
う
。
実
は
…
…
こ
う
だ
っ
た
．
…
：
そ
の
悲
し
さ
、
そ
の
恐

し
さ
で
、
こ
の
映
画
は
い
き
も
つ
か
せ
ぬ
脚
色
と
監
督
（
と
も
に

ア
ラ
ン
。
Ｊ
・
パ
ク
ラ
）
の
才
能
を
ひ
ら
め
か
す
か
ら
で
あ
る
。

×

原
作
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
タ
イ
ロ
ン
。
ピ
ュ
リ
ッ
ッ
ァ
ー
賞
を
受

、
、
、
、
、
託
、

け
た
作
家
で
あ
る
。
ソ
フ
ィ
ー
の
選
択
ｍ
○
句
閏
固
、
○
国
○
Ｈ
○
両

と
は
彼
女
が
自
分
の
幼
児
二
人
の
ど
ち
ら
を
選
ん
だ
か
と
い
う
そ

ア
カ
デ
ミ
ー
主
演
女
優
賞
、
メ
リ
ル

「
ソ
フ
ィ
ー
の
選
択ざ

ん
き

の
（
選
ん
だ
）
苦
痛
恕
悦
。
し
か
し
｝
」
の
選
択
は
、
さ
ら
に
ま
た

彼
女
が
愛
人
と
し
て
第
二
の
夫
と
し
て
選
ん
だ
ネ
イ
サ
ン
、
こ
れ

も
選
択
の
意
味
を
匂
わ
せ
て
い
る
。

×

つ
ぎ
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
問
題
。
宗
教
の
問
題
。
や
が
て
若
い
ス
テ

ィ
ン
ゴ
は
ソ
フ
ィ
ー
の
手
首
の
裏
に
ナ
チ
収
容
所
の
ア
ウ
シ
ュ
ビ

ッ
ツ
で
つ
け
ら
れ
た
数
字
番
号
の
刺
青
の
あ
る
こ
と
を
見
た
。
さ

ら
に
両
手
首
の
裏
の
手
の
つ
け
根
を
傷
つ
け
た
傷
あ
と
ら
し
き
も

の
を
見
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
自
殺
未
遂
の
傷
あ
と
に
ち
が
い
な

い
。
ソ
フ
イ
ー
は
ス
テ
ィ
ン
ゴ
に
自
分
は
ユ
ダ
ヤ
人
で
な
い
こ
と

カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
者
の
こ
と
を
打
ち
明
け
た
の
に
、
そ
れ
で
は
な

ぜ
彼
女
は
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
送
り
と
な
っ
た
の
か
。

×

つ
ぎ
は
彼
女
の
口
口
下
の
相
手
の
男
ネ
イ
サ
ン
。
ど
う
や
ら
実
は

立
派
な
学
者
で
あ
る
ら
し
い
。
文
才
も
あ
る
ら
し
い
。
ス
テ
ィ
ン

ゴ
が
タ
イ
プ
を
打
ち
続
け
て
い
る
小
説
の
そ
の
文
章
に
も
批
評
と

注
意
の
で
き
る
男
。
も
う
四
十
歳
に
手
の
と
ど
く
年
ご
ろ
の
男
で

あ
ろ
う
か
。
ソ
フ
ィ
ー
に
狂
愛
と
も
見
え
る
愛
を
し
め
す
。
そ
れ

が
時
に
は
一
変
し
、
狂
わ
ん
ば
か
り
に
ソ
フ
ィ
ー
に
嫉
妬
め
い
た

怒
り
で
彼
女
を
殴
り
つ
け
る
。
そ
の
急
変
が
恐
ろ
し
い
男
で
あ
っ

た
。

×

御
想
像
の
よ
う
に
若
い
ス
・
テ
ィ
ン
ゴ
は
、
不
思
議
な
運
命
の
女

と
も
見
え
る
自
分
よ
り
年
上
の
ソ
フ
ィ
ー
ヘ
の
慰
め
が
愛
に
移
り

恋
に
と
盛
り
あ
が
り
、
つ
い
に
ス
テ
ィ
ン
ゴ
は
童
貞
を
彼
女
に
棒
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蕊驚

翻鵜

ン
。
こ
れ
も
私
は
一
昨
年
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
で
彼
の
主
演
す
る

「
●
ヘ
ン
ザ
ン
ス
の
海
賊
た
ち
」
を
見
た
が
エ
ロ
ー
ル
・
プ
リ
ン
さ

な
が
ら
に
痛
快
な
る
男
を
歌
っ
て
踊
っ
て
力
演
し
て
い
た
が
、
こ

こ
に
初
め
て
見
た
こ
の
ネ
イ
サ
ン
の
映
画
で
の
名
演
。
教
育
家
の

彼
が
狂
気
と
本
気
の
中
で
そ
の
移
り
変
る
こ
わ
さ
。
そ
し
て
ま
た

こ
の
映
画
の
語
り
手
と
も
な
っ
て
い
る
若
い
小
説
家
志
望
の
ス
テ

ィ
ン
ゴ
を
演
じ
た
ピ
ー
タ
ー
・
マ
ク
ー
ヨ
ル
ま
っ
た
く
の
新
人
。

そ
の
彼
が
異
様
な
二
人
の
男
女
に
吸
い
こ
ま
れ
て
ゆ
く
青
春
像
を

実
に
好
演
し
た
。

げ
て
し
ま
う
。
し
か
し
こ
れ
で
ハ
ピ
イ
・
エ
ン
ド
に
な
る
よ
う
な

、
、
、
、
、
、

な
ま
や
さ
し
い
映
画
で
は
な
い
。
そ
し
て
声
」
の
映
画
は
、
最
近
の

映
画
界
で
個
性
以
上
の
個
性
と
も
い
え
る
個
性
を
あ
ふ
ら
せ
る
メ

リ
ル
・
ス
ト
リ
ー
プ
が
ま
さ
に
ソ
ブ
イ
ー
そ
の
も
の
に
な
り
き
っ

て
、
こ
れ
で
今
春
の
ア
カ
デ
ミ
ー
主
演
女
優
賞
の
こ
と
が
疑
う
こ

と
の
な
い
本
物
の
こ
と
を
知
る
わ
け
で
あ
る
。

×

ア
ラ
ン
。
Ｊ
・
・
ハ
ク
ラ
監
督
は
「
コ
ー
ル
ガ
ー
ル
」
「
大
統
領

リ
ヵ
の
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
生
ま
れ
の
彼
女
に
は
ど
こ
か
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
と
く
に
イ
ギ
リ
ス
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
っ
て
太
陽
の
さ
ん
さ

ん
と
照
り
つ
け
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
育
ち
の
女
優

と
は
違
っ
た
秀
才
肌
の
名
女
優
の
感
じ
を
受
け
る
。
私
は
ブ
ロ
ー

ド
ウ
ェ
イ
で
彼
女
の
舞
台
劇
「
ハ
ピ
イ
・
エ
ン
ド
」
を
数
年
前
に

見
た
が
何
と
い
う
鮮
や
か
な
舞
台
女
優
か
と
感
激
し
た
思
い
出
が

あ
る
。つ

ぎ
に
見
事
な
の
は
ネ
イ
サ
ン
を
演
じ
た
ケ
ビ
ン
・
ク
ラ
イ

溌蕊
の
陰
詣
唾
で
す
で
に
そ
の
演
出
の
力
量
を
示
し
た
が
今
回
は
さ
ら

、
、
、
、
、

に
そ
の
演
出
力
の
肌
が
き
め
こ
ま
や
か
に
な
り
、
映
画
の
小
説
と

は
こ
の
映
画
と
い
え
る
ほ
ど
の
脚
色
の
妙
と
ソ
フ
ィ
ー
と
い
う
女

が
女
の
悲
し
さ
を
鮮
か
に
み
せ
て
ゆ
く
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ

の
映
画
編
集
の
巧
み
さ
。

×

メ
リ
ル
・
ス
ト
リ
ー
プ
は
す
で
に
「
ク
レ
イ
マ
ー
、
ク
レ
イ
マ

ー
」
Ｔ
Ｖ
の
「
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
」
そ
し
て
「
フ
ラ
ン
ス
軍
中
尉
の

女
」
で
御
存
知
の
名
演
技
者
と
い
っ
た
こ
と
と
同
時
に
こ
の
ア
メ

１
１４３
１

聡騨蕊識

;､蝋。
鶴蕊撫璽

鍵感瀞蕊。
醐哩‘騨耀藍謝
噌謬瀞倒

メリルとケピン・クライン
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☆神戸ファッション市民大学ＯＢによるグループ

＜神戸のファッション都市化をめざす＞

コウベファッションソサエテイ

Ｋ､函.Ｓ､news8（85欝駕鰐駕‘弱L麹“

o 躍悪言聴訪問記。

５月29日､ＫｏＦ。Ｓ･メンバー1 2名
姫路市立美術館へ娼画の観賞に行っ
た。美術はファッションの原点とも
いわれ、色彩的感覚を養う意味でも
有意義だった。兵庫県出身者の絵画
が多く展示されていた。油絵、水彩
画共に色の表現が美しく、私達の仕
事面に今後大きなプラスになると思
われる。会場は、しらさぎ城ともい
われる国宝姫路城を背に、緑におお
われた広々とした公園にブロンズ像
が点在するゆったりとしたスペース
の中に格調あるレンガ造りの建物が
バランスよく建てられ、そこにたた
ずむだけでも心が洗われる感じだっ
た。続いて隣接する、兵庫県立歴史
博物館へ足を伸ばした。外観はホワ
イトハウスを想わせる白一色の殿
堂。中はエアーコントロールが適当

になされ展示物の保存に配
慮が見られた。深々とした
淡グレーの紋種が敷かれた
デラックスな会場に兵庫県
のあゆみの足跡が年代別に

鳶具体的に生活用具や出土品
の等を通して展示してあった
豊別ｺ ｰ ﾅ ｰでは姫路城の全
でてが展示してあり、生きた

博物館ともいえる国宝姫路城を中心
に、城の歴史や築城の知恵と技術が
一目でわかり、改めて築城のむつか
しさ、昔の人の思慮の深さが感じ取
られた。又外敵の進入を防止する為
にさまざまな方法が用いられその設
計がビデオで説明され、今さらなが
ら現世の平和を通感した次第一方鎧
の配色の良さ、十二単の優美さに感
銘を覚え、貴族や、公家の生活を垣
間見ながら、庶民の信仰や仏教美術
を観賞した。帰路、明石に下車、ひ
る綱の魚にて､ 味で評判の｢ 活魚料理
店、矢倉」で、美術館や、歴史博物
館での興奮と印象を、新鮮な材料が
生かされた料理にしたづつみをうち
ながら話し合い、一日が充実したカ
ルチャー小旅行になったことを喜び
合った、（森都喜夫）

◆身障者のための｢ 服づくりの手引」
出版にＫｏＦ．Ｓ･ のメンバーが協力
今年の1 2 月９日（障害者の日）に神戸

心身障害福祉センターが発行する、身障
者のための「服づくりの手引」の編集に
現在Ｋ・Ｆ．Ｓ・のメンバーが協力して
いる。編集リーダーの米田博司さんの他
にも中島正義さん、田中謙司さん、横浜
恵美子さん、西惟幹男さん、藤本ハルミ
さん、市野木江充子さんらがデザイナー
の立場からアイディアを提供。ハンディ
キャップを持つ人達にもおしゃれを楽し
んでもらえるように、また高価な専門衣
料を求めなくても縫えるように、丁寧な
解説がなされる。ファッション都市神戸
らしい好企画だ。

●７月の理事会
日時／７月１日（金）７時､ ド
場所／菩楽

●７月の総会
日時／７月1 5 日（金）７時
湯所／オリエンタルホテル竹のⅢ

●８月の理事会
日時／８月５日（金）７時3 0 分
場所／坑屋異人航倶楽部

●８月のマンスリーサロン
日時／８月1 9 日（金）

６時' 5 分中突堤染合
納涼船上パーティの予定です。
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井
元
彦
氏
が
講
師
に
招
か
れ
、

会
員
も
約
畑
名
と
大
盛
況
。
世

話
人
の
財
前
美
都
子
さ
ん
の
司

会
で
始
ま
り
、
東
京
婦
人
局
の

飯
田
玲
子
さ
ん
、
砂
田
泰
子
さ

ん
ら
が
挨
拶
「
あ
じ
さ
い
の
花

び
ら
の
よ
う
に
鮮
や
か
な
団
結
」

（
飯
田
さ
ん
）
を
誓
い
合
っ
た
。

金
井
元
彦
氏
の
引
退
報
告
を

静
聴
し
た
後
、
永
田
典
子
さ
ん

司
会
の
パ
ー
テ
ィ
に
移
っ
た
。

☆
神
戸
ワ
イ
ン
を
楽
し
む
会

製
造
免
許
が
認
可
さ
れ
た
神

戸
ワ
イ
ン
の
ス
ラ
イ
ド
鑑
賞
と

試
飲
を
兼
ね
た
会
が
、
５
月
加

日
兵
庫
倶
楽
部
で
催
さ
れ
た
。

参
加
者
約
如
名
を
前
に
、
嘉

納
毅
六
菊
正
宗
社
長
が
司
会
進

行
役
。
嘉
本
禎
夫
神
戸
市
農
政

局
参
与
が
現
状
報
告
し
「
農
業

計
画
見
直
し
の
観
点
か
ら
ワ
イ

世
界
的
に
活
踊
さ
れ
て
い
る
人

達
が
多
数
集
っ
た
。

☆
神
戸
婦
人
の
つ
ど
い

相
周
年
記
念
式
典

自
由
社
会
を
守
る
こ
と
を
前

提
に
、
神
戸
市
内
居
住
の
婦
人

横山さん夫妻を囲んでカラオケ大会そ
たにな集８間階ホエ１がの
。開ごつＯでバテン日、祝
出かやて名約ラルタオ５賀
席れか、が１の２ルリ月会

☆
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
設
立

訓
周
年
の
記
念
日
に
集
う

１
９
４
９
年
５
月
詔
日
、
ド

イ
ツ
連
邦
共
和
国
憲
法
が
定
め

ら
れ
、
ド
イ
ツ
は
東
西
に
分
裂

し
た
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
を
持

た
な
い
西
ド
イ
ツ
国
民
に
と
っ

て
こ
の
憲
法
記
念
日
は
国
を
掲

げ
て
の
祝
日
。
神
戸
で
も
誕
周

年
を
祝
っ
て
、
５
月
配
日
、
草

楽
園
会
館
で
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

が
開
催
さ
れ
た
。
西
日
本
在
住

の
ド
イ
ツ
人
、
外
交
官
、
各
国

名
誉
領
事
、
官
公
庁
関
係
者
、

西
ド
イ
ツ
に
関
り
を
持
つ
日
本

人
ら
約
伽
名
が
参
加
。
神
戸
フ

ィ
ル
の
朝
比
奈
千
足
さ
ん
、
神

145

極
神
社
会
館

囲
で
催
さ
れ

》
た
。

元
同
神
社

》
宮
司
の
福

田
義
文
氏

と
参
議
院

議
員
の
金

☆
神
戸
の
集
い
か
ら

う
ラ
ル
セ
ン

垂
タ
ー
の
住

麺
野
和
子
さ

諺
ん
、
Ｎ
Ｈ

弧
Ｋ
大
阪
国

際
放
送
担

当
の
三
津

洗
さ
ん
ら

さ
ん
、
神

一
月
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
ク
ロ
ス

カ
ル
チ
ュ

騨需､ 擬躯グ豪ン蔑

蕊１１J惑憧氏
鷺蕊｡堂』､鵜灘篭霊ｉ

有
志
で
構
成
さ
れ
た
「
神
戸
婦

人
の
つ
ど
い
」
も
今
年
で
加
年

灘
雪
懸

者
は
、
砂
田
泰
子
夫
人
、
伊
東
行

平
兵
庫
区
連
理
事
長
、
岡
重
道

神
服
理
事
長
、
沢
村
隆
雄
前
日

本
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会
会
長
、
中

井
弘
同
西
支
部
長
、
田
中
謙
制

Ｋ
Ｆ
Ａ
会
長
、
飯
島
旗
雄
Ｆ
Ｉ

Ｍ
Ｔ
兵
庫
会
会
長
、
石
津
靖
郎

チ
ク
マ
テ
キ
ス
タ
イ
ル
神
戸
店

長
、
お
客
様
代
表
の
福
田
医
師

な
ど
が
お
祝
い
の
言
葉
を
贈

り
、
き
も
の
姿
で
よ
り
そ
う
横

山
夫
人
が
印
象
的
だ
っ
た
。

錨

ン
製
造
は
効
果
的
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
酸
り
た
て
の
５
種
の

ワ
イ
ン
が
次
々
と
登
場
。
三
田

村
雅
研
究
所
所
長
が
「
試
飲
は

辛
口
か
ら
始
め
、
甘
口
に
移
る

の
が
常
道
、
何
故
な
ら
甘
口
は

舌
を
駄
目
に
し
ま
す
か
ら
」
と

解
説
、
一
同
目
を
細
め
な
が
ら三田村所長がワインの脱明

臣
賞
を
受
賞
し
、
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講波する尾崎秀樹さん

び
を
語
る
。
伊
賀
上
野
に
生
れ
＃蝿

商
業
学
校
に
通
う
か
た
わ
ら
近

辺
蔑
吉
画
伯
に
教
え
を
受
け
、

具
体
美
術
の
吉
原
治
良
画
伯
に

出
会
っ
て
〃
世
界
に
類
の
な
い
鐙

術
大
賞
（
副
賞
川
万
円
）
を
受
賞
☆
大
衆
文
学
研
究
会
全
国
大
会

し
た
、
わ
れ
ら
が
モ
ー
ヤ
ン
こ
故
・
春
木
一
夫
さ
ん
を
偲
ぶ

と
元
永
定
正
画
伯
が
、
照
れ
な
郷
土
の
作
家
で
あ
り
、
文
学

が
ら
も
長
年
の
業
績
と
、
独
自
へ
の
志
を
も
つ
後
進
の
指
導
に

の
抽
象
近
作
が
認
め
ら
れ
た
喜
努
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
故
。

文
芸
振
興
会
主
宰
）
の
日
本
芸
拓
く
か
楽
し
み
で
も
あ
る
。

ジ
ャ
ー
ナ
ル

ポ
ケ
ッ
ト

作品を前に元永画伯

識

- ＝= 可乞塗一一

ツ
シ
ョ
ン
大
賞
（
賞
金
帥
万
円
、
｜
を
も
つ
す
べ
て
の
人
び
と

大
阪
１
．
ハ
リ
間
往
復
航
空
券
）
｜
巾
込
呼
蓉
瀧
難
既
諦
認

述
べ
た
。
続
い
て
、
作
家
の
伊

ン
の
部
に
分
か
れ
、
ｎ
月
４
日
手
話
通
訳
幼
児
・
肺
害
児
保
育
も
あ

り
ま
す
。

の
最
終
審
査
で
神
戸
ハ
イ
フ
ァ

対
象
福
祉
・
障
害
者
問
題
に
関
心

業
績
と
質
的
な
素
晴
ら
し
さ
を昨年度受覚作品

１
１４６
１鵬

第
荊
回

市
民
の
福
祉
講
座
案
内

本
年
も
怖
利
輔
座
を
腿
き
ま
す
。

テ
ー
マ
共
に
生
き
る

日
時
７
月
瓢
日
（
日
）

９
．
．
鋤
Ｉ
猫
・
・
０
０

場
所
神
戸
市
勤
労
会
館
（
鳳
警
一
一

宮
駅
か
ら
東
へ
２
分
）

定
貝
姻
名

参
加
料
１
５
０
０
円
巾
商
生
知
円

日
溺
皿
時
開
会

叩
時
、
分
講
演
「
ち
え
お
く
れ
Ｌ
療

育
の
新
し
い
進
歩
ｌ
ダ
ウ
ン
症

児
に
対
す
る
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
法

を
中
心
に
Ｉ
高
井
俊
夫
先
生

（
大
阪
市
大
名
誉
教
授
（
財
）
子

供
の
城
協
会
理
郡
長
）

１
時
映
画
「
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ

と
そ
の
世
界
」

２
時
賊
演
『
あ
る
が
ま
ま
に

あ
た
り
前
に
Ｌ
・
‐
こ
の
子
こ

の
人
た
ち
と
三
十
年
今
思
う
こ

と
ｌ

近
藤
原
理
先
生

（
長
崎
県
な
ず
な
園
園
長
純
心

女
子
短
大
教
授
）

３
時
”
分
閉
会
あ
い
さ
つ

展
示
と
即
売
障
害
児
教
育
・
棚
祉
関

係
図
書
と
櫛
祉
に
役
立
つ
切
手

有
熊
⑥
参
加
料
（
“
円
切
手
代

用
可
）
を
添
え
て
、
左
記
ま
で

み
な
さ
ん
の
ご
参
卿
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

躍
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

副
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
８
１
１
１
６

神
戸
国
際
会
館
１
階
の
郵
便
局
の
隣

衝
２
５
１
１
８
１
６
１
内
線
姉
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アルペンホルンを演奏する
赤沢さん

細
会
館
で
定
期

的
ク
ラ
シ
ッ

ド
セ
ブ
ン
・
セ
レ
ク
ト
」
登
場
彫
刻
の
名
を
と
っ
て
そ
の
名
も

ゆ
と
り
あ
る
生
活
を
夢
み
る
夕

雪
へ
と
な
っ
た
。
ク
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
る
こ

☆
煙
草
の
大
型
新
人
「
マ
イ
ル
と
に
決
定
。
会
館
入
口
に
あ
る

☆
ス
イ
ス
へ
夢
の
ハ
イ
キ
ン
グ
す
る
。
こ
れ
は
よ
り
マ
イ
ル
ド
、
ア
リ
ア
、
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
を
始

好評の
パンフレット

瞥簿 ﾘ 認灘鰍譲

’
147
’

図
書

ガ
イ
ド

石
の
星
座

足
立
巻
一

癖
鱗

舜恥３４命1 審酬燕

患 墓

古
代
か
ら
人
と
石
と
の
深
い
か
か
わ

り
に
は
愈
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
そ
の

形
態
、
規
模
に
か
か
わ
ら
ず
、
汀
は
時

を
こ
え
て
現
代
人
に
原
初
的
な
も
の
を

訴
え
て
く
る
。
神
の
降
臨
す
る
石
や
風

土
記
の
大
石
、
志
摩
半
肋
の
漁
村
・
石

鏡
に
み
る
地
名
の
由
来
や
俳
諾
者
、
画

泉
た
ち
の
墓
訂
な
ど
、
神
話
と
伝
承
の

山
．
に
裂
在
も
息
づ
く
幻
想
に
み
ち
た
石

め
ぐ
り
の
紀
行
梨
で
あ
る
。

（
爆
薬
工
房
ノ
ア
刊
１
８
０
０
円
）

海
の
男
の
艦
隊
料
理

で
身
に
つ
け
た
と
い
う
海

ウ
ト
ッ
ー
物
。
高
橋
氏

（
ノ
ー
ベ
ル
杏
房
刊
９
８
０
円
）
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？罵鰯

１
１４８
１

☆
神
戸
に
廷
る
後
楽
園
ラ
イ
ブ

ア
リ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
を
再
び

後
楽
園
を
揺
る
が
せ
た
感
激

の
ス
テ
ー
ジ
「
ア
リ
ス
・
フ
ァ

イ
ナ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
、
今

も
な
お
フ
ァ
ン
の
眼
に
焼
き
つ

い
て
い
る
が
、
こ
の
ラ
イ
ヴ
ス

テ
ー
ジ
の
フ
ィ
ル
ム
コ
ン
サ
ー

“
忽
錘
蝉
鞍
ｆ
瀞
》
》

卜
を
、
７
月
９
日
（
土
）
皿
日

（
日
）
の
２
日
間
、
神
戸
平
安
閣

で
上
映
す
る
。
新
し
い
時
代
の

プ
ラ
イ
ダ
ル
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
追
求
す
る
総
合
結
婚
式
場
合
。
サ
ン
テ
レ
ビ
の
呼
び
か
け

平
安
閣
が
今
夏
放
つ
「
シ
ン
デ
に
よ
る
も
の
で
、
加
藤
隆
久
権

レ
ラ
フ
ェ
ア
」
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
宮
司
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
祝

ン
卜
〃
ア
リ
ス
ラ
ン
ド
″
で
あ
詞
に
続
い
て
、
私
設
応
援
団
を

の
ア
リ
ス
に
も
う
一
度
会
え
る
中
心
に
気
勢
を
上
げ
た
。

わ
け
だ
。
そ
の
他
バ
ザ
ー
ル
や
そ
の
サ
ン
テ
レ
ピ
か
ら
「
身

色
ん
な
景
品
が
あ
た
る
楽
し
い
も
心
も
タ
イ
ガ
ー
ス
、
ト
ラ
を

催
し
で
い
っ
ぱ
い
だ
。
着
て
ナ
イ
タ
ー
観
戦
」
に
と
オ

ロ
ア
リ
ス
フ
ィ
ル
ム
コ
ン
サ
ー
ト
／
第
’
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
、
本
誌

隷
蝿
輔
》
繍
鮒

☆
ト
ラ
の
日
ト
ラ
キ
チ
大
気
炎
愛
読
者
５
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン

５
月
茄
日
は
大
安
吉
日
で
卜
卜
。
ワ
ァ
ォ
ッ
ー
ノ

ラ
の
日
。
プ
ロ
野
球
セ
・
リ
ー
口
希
望
者
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
篭

グ
の
灯
を
消
し
て
な
ら
じ
と
、
癖
播
鴻
編
臥
如
唾
低
明
細
榊
弄
一
癖
雪
唖

ト
ラ
キ
チ
が
生
田
神
社
に
大
集
り
可
能
な
方
に
限
り
ま
す
。

実
な
稼
動
ぶ
り
だ
と
い
え
る
し
た
い
。
も
う
必
年
も
経
過
一

催
し
物
は
２
日
か
ら
３
日
し
て
い
る
の
だ
か
ら
一
度
改
一

ま
で
の
も
の
が
多
く
、
全
体
装
し
て
貰
い
た
い
。
使
い
易
一

的
に
健
全
運
営
だ
と
い
え
よ
い
、
い
い
施
設
だ
が
展
示
場
一

う
。
勿
論
、
当
初
か
ら
県
と
は
倉
庫
で
は
な
い
。
い
わ
ば
一

市
の
共
同
出
資
で
ス
タ
ー
ト
イ
メ
ー
ジ
を
大
事
に
し
な
け
一

し
て
お
り
償
還
の
負
担
が
な
れ
ば
な
ら
な
い
文
化
的
な
場
一

い
こ
と
も
あ
っ
て
、
年
々
の
で
も
あ
る
。
外
、
内
装
を
す
一

維
持
費
が
出
れ
ば
い
い
と
い
れ
ば
利
用
度
も
高
ま
る
だ
る
一

う
好
条
件
で
も
あ
り
、
黒
字
う
し
、
国
際
展
示
場
と
併
用
一

運
営
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
も
出
来
る
。
い
わ
ば
店
舗
改
一

あ
る
。
も
っ
と
も
悩
み
も
な
装
で
あ
る
。
文
化
的
な
施
設
一

く
は
な
い
。
大
き
な
催
し
は
で
も
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
一

国
際
展
示
場
に
移
っ
て
い
つ
な
り
の
目
配
り
が
必
要
で
あ
一

た
と
か
、
駐
車
場
が
な
い
と
る
と
思
う
、
改
装
し
て
、
コ
ー

か
つ
ら
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ン
ペ
ン
シ
ョ
ン
施
設
と
し
て
一

順
調
で
あ
る
な
れ
ば
提
案
活
用
さ
れ
る
べ
き
だ
八
Ｙ
Ｖ
－

花時計サ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
の
改
装
を

最
近
は
国
際
展
示
場
や
国

際
会
議
場
を
軸
に
し
た
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
論
議
が
盛
ん
で

あ
る
。
が
、
神
戸
の
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
施
設
と
し
て
は
、

サ
ン
ポ
ー
ホ
ー
ル
が
昭
和
“

年
ｎ
月
に
完
成
し
稼
動
し
て

い
る
。
昭
和
師
生
鮮
陸
は
１
２

１
件
（
ｗ
％
）
記
万
人
が
利
用

す
る
と
い
う
な
か
な
か
の
堅

六
○
ｍ
ｍ
万
○
の
「

☆
歯
科
医
の
佐
本
進
氏
が
、
７
月
、
日

よ
り
、
北
野
町
に
実
験
交
流
サ
ロ
ン
「

シ
ア
タ
ー
・
ポ
シ
ェ
ッ
ト
」
と
名
付
け

た
伽
人
劇
場
を
自
宅
の
地
下
を
利
用
し

て
つ
く
り
オ
ー
プ
ン
さ
れ
る
。
生
活
の

中
か
ら
芸
術
と
文
化
と
科
学
へ
の
期
待

を
掘
り
お
こ
し
、
そ
れ
ら
の
混
然
と
し

た
交
わ
り
の
中
に
新
し
い
文
化
創
り
へ

の
可
能
性
を
展
鮒
し
よ
う
と
い
う
も
の

通
揃
は
、
土
・
日
咽
の
み
午
前
、
時
Ｉ

８
時
／
食
館
蜘
燃
料
。
お
申
込
／
〒
剛

神
戸
市
中
央
区
三
宮
町
１
丁
目
５
ノ
ー

住
友
銀
行
ピ
ル
６
Ｆ
倉
瓢
－
６
３
０
２

☆
朝
比
奈
千
足
・
加
代
（
音
志
蒙
）
さ

ん
夫
斐
が
引
越
さ
れ
ま
し
た
。
新
住
所

は
、
〒
即
芦
屋
蒐
瞥
町
鵡
１
超
ル
ネ

芦
屋
柵
茸
０
７
９
７
（
配
）
６
７
６
６

☆
宝
塚
歌
劇
団
（
宝
塚
市
栄
町
１
丁
Ⅲ

１
番
訂
号
）
の
通
話
恭
号
が
変
更
さ
れ

ま
し
た
。
観
審
団
体
事
務
局
（
０
７
９

７
）
跳
・
０
３
２
１
（
代
）
制
作
部
／
制

作
課
・
業
務
課
・
宣
伝
課
（
０
７
９
７
）

駈
・
６
３
６
６
綿
築
部
踊
’
６
３
７
４

☆
帽
子
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

・
ド
・
ラ
ペ
の
主
宰
者
／
平
田
和
子
さ

ん
が
、
仁
川
か
ら
芦
屋
へ
転
居
。
新
住

所
は
芦
屋
零
Ⅲ
手
町
７
１
浬
宮
（
０
７

９
７
）
型
１
２
９
２
９

☆
日
本
ク
リ
エ
イ
ト
Ｋ
Ｋ
（
井
上
信
夫

社
長
／
平
林
茂
夫
専
務
）
が
、
鞭
務
所

を
移
咋
粥
社
屋
は
〒
即
芦
屋
市
紡
道
町

３
番
加
号
簿
（
０
７
９
７
）
犯
１
６
０

０
３
（
代
我
）

★
ピ
ア
ノ
・
チ
ェ
ン
バ
ロ
演
奏
家
の
藤

原
晴
美
さ
ん
が
、
７
月
加
日
（
日
）
、
午

後
３
時
よ
り
、
節
６
回
啓
心
館
バ
ロ
ッ

ク
コ
ン
サ
ー
ト
「
Ｊ
・
Ｓ
・
バ
ッ
ハ
の

魅
力
」
を
開
仙
。
啓
心
館
パ
ル
ム
シ
ア

タ
ー
に
て
。
官
細
１
９
５
５
５
入
場
料

１
５
０
０
円

★
元
神
一
戸
市
民
病
院
長
で
エ
ッ
セ
イ
ス

ト
の
中
野
理
氏
が
、
随
華
築
召
昼
夢
」

を
上
梓
。
き
ら
め
き
を
制
し
浪
漫
漂
う

い
ぶ
し
銀
の
よ
う
な
文
体
と
好
評
。
近

代
文
渉
疑
刊
、
１
５
０
０
円

★
俳
誌
「
渦
」
同
人
の
女
流
俳
人
三
宅

三
称
さ
ん
が
、
第
２
句
集
「
気
根
」
を

上
梓
し
ま
し
た
。
南
去
魁
刊
２
５
０

０
円

あのアリスの姿が
再び見れる. ノ神戸
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＃

露従業員も女性ばか
り

で
、
ち
ょ
っ
と
〃
お
ふ
く
ろ

の
味
〃
。
９
種
類
の
灘
の
酒

は
よ
り
ど
り
み
ど
り
。

「
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
で
飲
み

食
い
で
き
る
」
の
方
針
が
店

の
隅
々
ま
で
行
き
届
い
て
い

□
ｍ
Ａ
Ｍ
ｌ
９
・
鋤
Ｐ
Ｍ
第
２
、
３

水
暇
臼
定
休
。

に
は
立
杭
焼
き
の
第
一
人
者
、

市
野
弘
之
先
生
の
器
が
も
ら
え

る
。
彼
や
彼
女
に
い
か
が
Ｉ
。

☆
炭
焼
き
ス
テ
ー
キ
「
お
も
川
」

で
バ
ー
ス
デ
イ
プ
レ
ゼ
ン
ト

誕
生
日
の
食
事
に
い
つ
も
頭

を
悩
ま
す
あ
な
た
に
耳
寄
り
な

情
報
Ｉ
。

阪
急
三
宮
駅
山
側
、
コ
ト
ブ

キ
ビ
ル
と
「
青
山
」
の
間
の
道

を
ち
ょ
っ
と
上
が
っ
た
「
お
聖

川
」
。
こ
こ
で
ス
テ
ー
キ
か
デ

ィ
ナ
ー
を
頼
ん
で
カ
ー
ド
に
誕

生
日
を
記
入
。
す
る
と
誕
生
日

の
三
日
前
に
、
新
谷
英
子
さ
ん

が
デ
ッ
サ
ン
し
た
カ
ー
ド
が
届

く
。
こ
れ
が
最
初
の
楽
し
み
。

次
に
電
話
で
食
事
の
予
約
を
し

て
の
当
日
、
テ
ー
ブ
ル
に
は
ネ

ー
ム
入
り
の
ケ
ー
キ
、
オ
ー
ド

ブ
ル
、
ド
リ
ン
ク
が
サ
ー
ビ
ス

さ
れ
る
。
さ
ら
に
記
念
写
真
を

パ
チ
リ
。
そ
の
う
え
、
お
土
産

●
神
一
戸
う
ま
い
も
ん

と
ド
リ
ン
キ
ン
グ

酒
処酒

一
房
灘

さ
ん
ち
か
味
の
の
れ
ん
街

営
３
９
１
１
５
５
５
９

の
れ
ん
街
の
酒
一
房
・
灘
と

い
え
ば
な
じ
み
も
多
い
。
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
合
い
間
に
、

ま
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
寄
り

処
に
１
．

昼
の
定
食
は
天
ぷ
ら
が
主

体
で
、
一
番
値
が
は
る
上
天

ぷ
ら
定
食
で
も
６
９
０
円
。

冬
は
具
の
多
い
か
す
汁
も
人

気
の
的
。

お
で
ん
党
に
は
年
中
箸
を

つ
っ
つ
け
る
の
が
う
れ
し
い

定
食
は
お
で
ん
５
品
で
５
２

０
円
、
１
品
帥
円
１
２
５
０

円
。

び
っ

司
易

新谷英子作のレリーフ

口
中
央
区
北
長
狭
通
１
－
９
１
町
三
宮

興
業
ピ
ル
１
Ｆ
第
１
、
３
月
剛
体

茸
３
３
１
１
６
２
５
２

☆
４
月
か
ら
ト
ア
ロ
ー
ド
に
、

「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
リ
ュ
ウ
」

い
ま
ど
き
、
落
花
生
の
殻
を

大
つ
ぴ
ら
に
床
に
捨
て
ら
れ
る

店
は
な
い
ん
で
な
い
か
い
。
こ

れ
一
つ
と
っ
て
も
こ
の
店
の
気

軽
さ
、
気
さ
く
さ
が
わ
か
る
と

い
う
も
の
。
別
名
も
入
れ
ば
満

貝
だ
け
ど
、
そ
の
分
フ
レ
ン
ド

リ
ー
な
気
分
が
一
杯
な
の
だ
。

誰
か
が
「
東
京
の
ケ
ン
ト
ス

み
た
い
」
と
言
っ
た
そ
う
で
、

ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
通
に
は
名
の
通

っ
た
店
に
例
え
ら
れ
て
林
マ
ス

タ
ー
も
ゴ
キ
ゲ
ン
・
「
神
戸
の
ケ

ン
ト
ス
に
し
た
い
」
と
張
り
切

る
。
金
、
土
、
日
、
月
曜
日
は

マ
ス
タ
ー
の
オ
ー
ル
ド
ポ
ッ
プ

１
１４９
１

:蕊

スタッフもノッてます

灘

鰯

ス
が
９
時
か
ら
聴
け
る
。

４
０
０
０
円
以
上
の
ボ
ト
ル

が
市
価
で
キ
ー
プ
も
魅
力
。

ロ
ポ
テ
ト
料
理
￥
５
０
０
１
カ
ク
テ
ル

￥
７
０
０
１
三
宮
ス
カ
イ
ト
ー
ア
ピ
ル

ー
Ｆ
皿
時
ｌ
型
時
無
休

面
３
９
１
１
２
６
８
７

☆
流
行
に
敏
感
な
人
種
の
た
ま

り
場
「
レ
ッ
ド
シ
ュ
ー
ズ
」

ト
ァ
ロ
ー
ド
沿
い
の
ブ
テ
ィ

ッ
ク
「
ヘ
ン
ス
フ
ォ
ー
ス
‐
｜
を

曲
が
っ
た
道
に
あ
る
「
レ
ッ
ド

シ
ュ
ー
ズ
」
。
白
い
外
観
が
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
。
階
段
を
ト

ン
ト
ン
と
上
が
っ
た
そ
こ
は
、

流
行
に
目
が
な
い
若
者
た
ち
の

熱
気
で
ム
ン
ム
ン
し
て
い
る
。

テ
ー
ブ
ル
に
ち
ょ
こ
ん
と
あ

る
赤
い
靴
が
可
愛
ら
し
い
。
美

人
揃
い
の
お
店
の
ギ
ャ
ル
が
一

段
と
華
や
か
で
、
ト
ロ
ピ
カ
ル

な
ム
ー
ド
に
花
を
添
え
る
。

カ
フ
ェ
・
バ
ー
だ
か
ら
飲
め

る
人
は
ア
ル
コ
ー
ル
、
下
戸
の

人
は
喫
茶
の
メ
ニ
ュ
ー
で
誇
琴
仲

流
行
の
風
に
吹
か
れ
て
み
た

い
人
に
絶
対
の
オ
ス
ス
メ
ノ

ロ
ス
ー
プ
類
￥
６
０
０
サ
ラ
ダ
類
￥
６

０
０
オ
ー
ド
ブ
ル
類
￥
８
０
０
１
コ

ー
ヒ
ー
￥
３
５
０
カ
ク
テ
ル
類
￥
６
０

０
１
ラ
ン
チ
も
あ
り
中
央
区
三
宮
町

３
１
６
１
５
ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
ｍ
Ｐ
Ｍ

貢
３
９
２
１
４
１
９
５

素敵なギャルが勢揃い
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風月堂京都店

六甲オリエンタルホテル

風月堂のコーナー

驚恋′ｒ１ｒｌ茄究
･ のナップ、Ｉジ、
ﾌ 5 ﾜ ､ フグベ、オ

了
、
妻
を
い
た
む
追
悼
の
気

。
持
を
豆
本
で

Ｐ
ド
イ
ツ
菓
子
の
ユ
ー
ハ

ｓ
イ
ム
社
長
の
河
本
春
男
さ

ん
（
七
三
）
が
、
去
年
四
月
二

十
九
日
に
亡
く
な
っ
た
妻
幸
子

さ
ん
と
の
思
い
出
の
一
端
を
記

録
に
と
ど
め
霊
を
慰
め
た
い
と

筆
を
と
り
豆
本
で
自
費
出
版
し

た
。「

常
愛
妻
（
と
こ
め
づ
ま
）
」

と
題
し
た
こ
の
豆
本
は
、
一
周

寧
懲
聴

祁
Ｗ
鎗
癖
・
霞
蕊
．
蝿
本豆

肇
…
…
僧
！
ｒ

忌
の
法
要
に
参
列
し
た
人
や
知

人
に
配
ら
れ
た
。
河
本
さ
ん
は

「
闘
病
は
二
人
三
脚
で
し
た

が
、
い
ま
妻
は
私
の
胸
の
中
。

二
十
一
世
紀
に
も
、
洋
菓
子
は

ユ
ー
ハ
イ
ム
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
が
ん
ば
り
ま
す
。
妻
は
き
っ

と
見
守
っ
て
く
れ
て
ま
す
。
」

ｓＰＥＣＵＡＬＭＥＳＳＡＧＥ

神戸百店会だより

i 識識蕊霧蕊識； 150

Ｓ
③
恒
例
の
ビ
ァ
フ
ェ
ス
テ

ｗ
イ
バ
ル
が
開
催
中

Ｅ
お
天
気
に
関
係
な
く
安

Ｎ
心
し
て
夏
の
ダ
イ
ゴ
味
奔
一

と
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
地
下

１
階
の
セ
ラ
ー
バ
ー
ラ
・
ラ

Ｎ
⑤
京
都
四
条
通
に

宮
屋
風
月
堂
が
オ
ー
プ
ン

Ｐ
５
月
加
日
、
京
都
四
条

○
通
大
丸
京
都
店
前
に
神

戸
風
月
堂
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

１
階
の
お
菓
子
売
場
に
は
代
表

銘
菓
の
ゴ
ー
フ
ル
を
始
め
、
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
ル
ナ
コ
ウ
ベ

レ
ス
ポ
ワ
ー
ル
、
新
企
画
と
し

て
焼
き
た
て
ク
ッ
キ
ー
等
の
コ

ー
ナ
ー
が
あ
り
、
２
階
は
ゴ
ー

ジ
ャ
ス
な
サ
ロ
ン
風
茶
寮
で
デ

ザ
ー
ト
ケ
ー
キ
、
ク
レ
ー
プ
、

サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
等
が
楽
し
め

る
。
京
都
に
居
な
が
ら
に
し
て

神
戸
の
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
雰
囲

気
を
味
わ
え
る
の
が
嬉
し
い
。

神
戸
風
月
堂
京
都
店
／
京
都
市
下
京
区
四

条
通
高
倉
西
入
ル
大
丸
前

（
０
７
５
）
２
１
１
１
５
５
５
５

ン
ド
で
只
今
キ
リ
ン
ビ
ァ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
中
。
中
華

風
味
鶏
の
唐
揚
げ
、
又
は
牛
肉

の
た
た
き
と
キ
リ
ン
生
ビ
ー
ル

中
ジ
ョ
ッ
キ
で
お
一
人
様
１
０

０
０
円
（
前
売
サ
ー
ビ
ス
料
金
）

９
月
卯
日
ま
で
。
５
１
９
時
。

冷た－いビールをどうぞフ

鶏
●
六
甲
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

で
初
夏
の
ひ
と
と
き
を
…

六
甲
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

で
は
、
只
今
、
〃
あ
じ
さ
い
パ

ッ
ク
″
と
い
う
お
ト
ク
な
宿
泊

プ
ラ
ン
を
実
施
し
て
い
る
。
１

泊
２
食
付
（
夕
食
／
ジ
ン
ギ
ス

カ
ン
料
理
）
税
サ
込
で
お
１
人

１
１
０
０
０
円
で
２
名
以
上
か

ら
受
け
付
け
る
。
期
間
は
７
月

晦
日
ま
で
。

六
甲
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
／
８
９
１

‐
０
３
３
３

●
百
店
会
か
ら
夏
の
味
が
大
集
合

凹
皿
ベ
ル
の
こ
の
夏
の
新
製
品
、
ァ

＆
》
イ
ス
デ
ザ
ー
ト
は
、
セ
ロ
リ
、
パ

風
興
ン
プ
キ
ン
、
豆
乳
、
ヨ
ー
グ
ル
ト

■
Ｌ
プ
ル
ー
ン
の
５
種
類
の
ヘ
ル
シ
ー

亭
ｒ
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
と
、
バ
ニ
ラ
、

オ
レ
ン
ジ
、
ヘ
ー
ゼ
ル
ナ
ッ
ッ
、

ラ
ム
レ
ー
ズ
ン
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
５
菰

類
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
。
６
月
下
旬
か
ら

発
売
。コ

ス
モ
ポ
リ
タ
ン
の
ゼ
リ
ー
〃
サ
ン
タ

・
ナ
ー
グ
″
が
新
し
く
な
っ
て
発
売
。
ス

ト
ロ
ベ
リ
ー
、
ラ
ズ
ベ
リ
ー
、
レ
モ
ン
、

ラ
イ
ム
、
ア
ッ
プ
ル
、
チ
ェ
リ
ー
、
の
６

施
類
、
お
し
ゃ
れ
な
木
箱
に
誕
個
詰
っ
て

レ
プ
シ
ュ
フ
ル
ー
ツ
の
生
の
お
い
し
さ
を

生
か
し
ま
し
た
。
各
５
０
０
円
。

ヒ
ロ
タ
の
シ
ュ
ー
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は

夏
の
風
物
詩
。
バ
ニ
ラ
、
ア
ー
モ
ン
ド
、

マ
ロ
ン
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
ス
ト
ロ
ベ
リ

ー
の
他
に
、
こ
の
夏
あ
ず
き
が
新
し
く
登

場
し
ま
し
た
。
各
釦
円
。

風
月
堂
の
新
製
品
が
ル
ナ
コ
ウ
ベ
か
ら

登
場
し
ま
し
た
。
プ
ラ
ン
コ
ム
ネ
ー
ジ
ュ

（
白
い
雪
）
と
い
う
名
前
の
フ
ロ
ー
ズ
ン

ョ
ー
グ
ル
ト
で
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
味
の
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
を
ホ
ワ
イ
ト
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

と
ス
イ
ー
ト
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
で
そ
れ
ぞ
れ

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
一
口
サ
イ
ズ
の
デ
ザ

ー
ト
で
す
。
各
帥
円
。

２
０
０
０

コ
円
で
す
。

コ
ゴ
ン
チ

ガ
ャ
ロ
フ
の

イ
高
級
デ
ザ

テ
ー
ト
〃
フ

ト
ル
ー
テ
イ

フ
ン
グ
コ
コ

〃
は
、
メ

凸

囲。

瀞蝋瀞雲霞
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Ｐ
Ｒ
や
公
式
行
事
に
花
を
そ

①
元
町
の
ア
イ
ド
ル
嬢
誕
生

ＰＥＯＰＬＥ〈１１＞
露地

画蝕

1勺

月
７
日
、
周
月
堂
ホ
ー
ル
で

回
も
と
ま
ち
ア
イ
ド
ル
レ
デ

え
る
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
『
埜
叩
４

１
１５１
１

イ
ー
』
の
最
終
審
査
が
、
５

神
戸
・
元
町
グ
ル
ー
プ
の

TＯＰＩＣＳ
③
陵
薬
品
の
三
塁
堂
（
元

町
６
丁
目
）
が
閉
鵬
。
跡

地
を
神
戸
市
に
寄
附
さ
れ

た
。
「
地
元
の
発
匝
に
役

立
て
て
欲
し
い
」
と
い
う

三
星
堂
か
ら
の
意
向
で
、

同
跡
地
は
苧
・
叩
ツ
パ
の
商
店
断

に
良
く
見
ら
れ
る
よ
う
な
緑
の
あ

る
小
公
間
の
建
設
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。

●
ケ
ー
キ
専
門
唐
、
リ
ュ
バ
ン
ド

ー
ル
が
５
刀
諏
口
、
銀
座
・
・
・
・
越

の
地
下
１
階
に
オ
ー
・
プ
ン
。
四
季

お
り
お
り
の
果
実
、
野
菜
を
素
材

と
し
た
ケ
ー
キ
の
芸
術
侭
が
単
京

で
も
味
わ
え
ま
す
。
・
・
一
越
銀
座
店

▼
（
”
）
”
・
１
１
１
１

●
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
が
脈
宿
・
竹

ド
逆
り
に
６
月
１
日
オ
ー
プ
ン
。

メ
イ
ン
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
シ
コ
ッ

プ
だ
が
、
喫
茶
も
営
業
。
変
わ
っ

た
ワ
ッ
フ
ル
が
楽
し
い
る
の
で
好

評
。
テ
ィ
ー
ン
エ
イ
ジ
ャ
ー
の
多

い
竹
下
通
り
で
一
隙
映
え
る
、
コ

ー
〈
モ
ら
〕
い
ア
ダ
ル
ト
な
鵬
だ
。

ロ
東
京
都
渋
谷
区
神
宮
前
１
・
‐
６

１
７
侭
）
妬
１
１
４
３
７

③
中
川
衣
裳
店
は
７
月
皿
Ⅱ
（
日
）

神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
大
宴

会
場
で
花
鯨
衣
裳
展
示
会
を
開

他
。
、
時
１
，
５
時
ま
ぎ
。
詳
し
く

は
（
３
３
１
）
７
５
２
４
へ
。

シ
フ
ル
が
楽
し
い
る
の
で
好

テ
ィ
ー
ン
エ
イ
ジ
ャ
ー
の
多

Ｆ
通
り
で
一
隙
映
え
る
、
コ

ら
〕
い
ア
ダ
ル
ト
な
鵬
だ
。

京
都
渋
谷
区
神
宮
前
１
・
‐
６

●
つ
る
や
衣
裳
店
は
７
月
３
，

〈
円
）
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

借
楽
の
間
で
花
嫁
衣
裳
の
鵬
示
会

を
開
催
。
加
時
１
５
時
ま
で
。

拝
し
く
は
（
３
２
１
）
０
３
６
０

へ
。①

吸
密
収
の
み
よ
し
や
は
７
月
１
日

ｉ
哩
日
の
間
、
店
内
で
バ
ー
ゲ
ン

セ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は

（
３
３
１
）
３
３
８
８
へ
。

；

|ii鍵霞蕊§雷雲，
｜Ⅷ
、服部メガネ店からサングラス
|夏のﾌｧｯｼｮﾝのﾄｰﾀﾙコ
ーディネイトに欠かせないサング
ラスを服部メガネ店より１名梯
に。丈夫で晶質のよいドイツ・メ
ッラー社のものでレンズは1 1 にや
さしく何にでも合わせやすいブラ
ウンのグラデーション: . : 波行を追
わないオーソドックスなタイプで
す。〔￥18‘０００＞

卜（￥５８
を明記1 言

ＰＲＥＳＥＮＴ
CＯＲＮＥＲ

応
募
方
法
⑬
蕊
普
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希

顎
す
る
商
品
名
を
明
記
の
上
、
神
戸
市
中
央
区
束
町

栂
‐
・
Ｉ
大
神
ぽ
ル
７
Ｆ
稲
月
側
神
戸
っ
子
」
神
戸
百

▼
店
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
ご
応
騨
ド
さ
い
。
７
月
加

日
消
印
ま
で
有
効
で
す
。
当
選
智
に
は
神
戸
っ
子
か

ら
当
逸
紫
番
を
発
送
、
葉
杏
を
持
っ
て
お
店
ま
で
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
に
お
出
か
け
雫
ト
・
さ
い
。

、本物志向の民芸調日本料理屋
山本雄室さんく側神戸竹葉亭代爽取締役専務＞
｢ サービス・味・インテリア、どれを

とっても本物、という本格的な日本料理
屋でありたいｰ と山本さんは語る。昭和
1 3 年開店当時からおでんとうなぎで有名
だづたが現在では、会席料理から天ぷら
までオールマイテイな味処に。棟方志
功、河合寛次郎ら巨匠の作品に囲まれた
店内はあらゆる客層の好みに充分に応え
ている。
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